
 アプリケーションノート 

RX63N グループ、RX631 グループ 
消費電力低減機能を使用した各低消費電力モードへの移行例 

要旨 
本アプリケーションノートでは、RX63N グループ、RX631 グループの消費電力低減機能を使用した各低消

費電力モードへの移行設定例について説明します。 

 

対象デバイス 
・RX63N グループ 177、176 ピン版 ROM 容量：768KB～2MB 

・RX63N グループ 145、144 ピン版 ROM 容量：768KB～2MB 

・RX63N グループ 100 ピン版  ROM 容量：768KB～2MB 

・RX631 グループ 177、176 ピン版 ROM 容量：256KB～2MB 

・RX631 グループ 145、144 ピン版 ROM 容量：256KB～2MB 

・RX631 グループ 100 ピン版  ROM 容量：256KB～2MB 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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1. 仕様 
低消費電力モードへの移行要因、低消費電力モードの解除要因を選択して低消費電力モードへ移行および

解除させることができます。 

低消費電力モードへの移行要因の発生により低消費電力モードへ移行し、低消費電力モードの解除要因の
発生により低消費電力モードを解除します。 

 

低消費電力モード : スリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、 
   ディープソフトウェアスタンバイモードから選択可 

低消費電力モードへの移行および解除要因 : IRQ9、RTC から選択可 
クロックソース : 選択可(注 1) 
動作電力制御モード : 選択可(注 1) 
スリープモード復帰クロックソース切り替え機能 : 使用する(注 2) 

 

注 1. 「r_init_clock.h」で選択します。本アプリケーションノートでは、クロックソースに PLL を選択し
ています。 
詳細は、アプリケーションノート「RX63N グループ、RX631 グループ 初期設定例 Rev.1.10」を参
照してください。 

注 2. メインクロックに復帰後、PLL に切り替えます。 

 

表 1.1 に使用する周辺機能と用途を、図 1.1 にブロック図を示します。 

 
表 1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
消費電力低減機能 消費電力の低減 
外部端子割り込み(以下、IRQ) 低消費電力モードへの移行 

低消費電力モードの解除 
リアルタイムクロック(以下、RTC) 低消費電力モードへの移行 

低消費電力モードの解除 
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図 1.1 ブロック図 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表 2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン R5F563NBDDFC (RX63N グループ) 
動作周波数 メインクロック: 12MHz 

PLL: 192MHz(メインクロック 1 分周 16 逓倍) 
HOCO 停止 
システムクロック(ICLK): 96MHz (PLL 2 分周) 
周辺モジュールクロック B (PCLKB): 48MHz (PLL 4 分周) 

動作電圧 3.3V 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 

 High-performance Embedded Workshop Version 4.09.01 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 

 C/C++ Compiler Package for RX Family V.1.02 Release 01 
コンパイルオプション 

-cpu=rx600 -output=obj="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug - 
nologo 
 (統合開発環境のデフォルト設定を使用しています) 

iodefine.h のバージョン Version 1.6A 
エンディアン リトルエンディアン 
動作モード シングルチップモード 
プロセッサモード スーパバイザモード 
サンプルコードのバージョン Version 1.00 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX63N (製品型名: R0K50563NC000BE) 
 
 
 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

 
RX63N グループ、RX631 グループ 初期設定例 Rev.1.10（R01AN1245JJ0110_RX63N） 
 
上記アプリケーションノートの初期設定関数を、本アプリケーションノートのサンプルコードで使用して

います。Rev は本アプリケーションノート作成時点のものです。 
 最新版がある場合、最新版に差し替えて使用してください。最新版はルネサスエレクトロニクスホームペー
ジで確認および入手してください。 
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4. ハードウェア説明 

4.1 ハードウェア構成例 
ディープソフトウェアスタンバイモードの解除に IRQ 割り込みを使用する場合、IRQ0-DS～IRQ15-DS 端

子のみ使用できます。本アプリケーションノートでは、IRQ9-DS 端子に外部スイッチを取り付けて使用して
います。 

図 4.1 に IRQ9-DS 端子の外部スイッチ接続例を示します。 

RX63N/RX631

Renesas Starter Kit

SW

P41/IRQ9-DS

 

図 4.1 接続例 

 
 

4.2 使用端子一覧 
表 4.1 に使用端子と機能を示します。 

使用端子は 176 ピン版の製品を想定しています。176 ピン版未満の製品を使用する場合は、使用する製品
に合わせて端子を選択してください。 

 
表 4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
P41/IRQ9-DS 入力 SW 入力(低消費電力モードへの移行および解除) 
P03 出力 LED0 出力(初期設定終了後に点灯) 
P05 出力 LED1 出力(低消費電力モード移行前に点灯) 
P10 出力 LED2 出力(低消費電力モード解除後に点灯) 
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5. ソフトウェア説明 
低消費電力モードへの移行要因が発生すると低消費電力モードへ移行します。低消費電力モードのときに

解除要因が発生すると低消費電力モードを解除します。 

サンプルコードでは低消費電力モード、低消費電力モードへの移行および解除要因をそれぞれ選択するこ
とができます。 

低消費電力モードはスリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、ディープソフトウェアスタンバイ
モードから一つ選択できます。 

低消費電力モードへの移行および解除要因には IRQ、RTC から一つ選択できます。 

 

使用する周辺機能の設定を以下に示します。 

 

<IRQ> 

検出方法 : IRQ9 端子の立ち下がりエッジ 
デジタルフィルタ : 無効 
割り込み優先レベル : レベル 15 
 
 

<RTC> 

初期設定時刻 : 2014 年 1 月 1 日(水) 00 時 00 分 00 秒 
時間モード : 24 時間モード 
割り込み : 周期割り込み(PRD)を使用(発生周期: 2 秒) 
割り込み優先レベル : レベル 15 
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5.1 動作概要 
5.1.1 スリープモード 
初期設定後、LED0 を点灯し、移行要因の発生を待ちます。移行要因が発生すると、LED0 を消灯、LED1

を点灯し、スリープモードへ移行します。スリープモード中に解除要因が発生すると、スリープモードを解
除し、LED1 を消灯、LED2 を点灯します。 

図 5.1 にスリープモードの動作概要を示します。 

リセット

初期設定

スリープモード移行要因

発生待ち

スリープモード

WAIT命令

移行要因 LED0点灯

LED1点灯解除要因

終了処理 LED2点灯
 

図 5.1 スリープモードの動作概要 

 

5.1.2 ソフトウェアスタンバイモード 
初期設定後、LED0 を点灯し、移行要因の発生を待ちます。移行要因が発生すると、LED0 を消灯、LED1

を点灯し、ソフトウェアスタンバイモードへ移行します。ソフトウェアスタンバイモード中に解除要因が発
生すると、ソフトウェアスタンバイモードを解除し、LED1 を消灯、LED2 を点灯します。 

図 5.2 にソフトウェアスタンバイモードの動作概要を示します。 

リセット

初期設定

ソフトウェアスタンバイモード

移行要因発生待ち

ソフトウェアスタンバイモード

WAIT命令

移行要因 LED0点灯

LED1点灯解除要因

終了処理 LED2点灯
 

図 5.2 ソフトウェアスタンバイモードの動作概要 
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5.1.3 ディープソフトウェアスタンバイモード 
初期設定後、LED0 を点灯し、移行要因の発生を待ちます。移行要因が発生すると、LED0 を消灯、LED1

を点灯し、ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行します。ディープソフトウェアスタンバイモード
中に解除要因が発生すると、ディープソフトウェアスタンバイモードを解除し、リセットします。リセット
後、初期設定を行い、LED2 を点灯します。 

図 5.3 にディープソフトウェアスタンバイモードの動作概要を示します。 

リセット

初期設定

ディープソフトウェアスタンバイ

モード移行要因発生待ち

ディープソフトウェアスタンバイ

モード

WAIT命令(注2)

移行要因 LED0点灯

LED1点灯解除要因

終了処理 LED2点灯

LED1点灯

(注1)

ディープソフトウェアスタンバイモード解除によるリセット ?

No Yes

注1. LED1は、ディープソフトウェアスタンバイモード解除によるリセット(ディープソフトウェアスタンバイリセット)の
場合のみ点灯します。

注2.　ディープソフトウェアスタンバイには、ソフトウェアスタンバイを経由して移行します。WAIT命令を実行する際、
ソフトウェアスタンバイの解除要求が発生していた場合は、ディープソフトウェアスタンバイへ移行せず、後続の命

令を実行します。このとき、ディープソフトウェアスタンバイリセットは発生しません。  

図 5.3 ディープソフトウェアスタンバイモードの動作概要 
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5.1.4 IRQ による低消費電力モードへの移行と解除 
IRQ を低消費電力モードへの移行および解除要因として選択した場合、IRQ 割り込み要求の発生により低

消費電力モードへの移行および解除を行います。 

低消費電力モードへの移行要因発生待ち中に発生する IRQ 割り込み要求は低消費電力モードへの移行要因
となり、低消費電力モード中に発生する IRQ 割り込み要求は低消費電力モードの解除要因となります。 

図 5.4 に IRQ による低消費電力モードへの移行と解除タイミングを示します。 

IRQ
割り込み要求

低消費電力モード

移行要因発生待ち

リセット

初期設定

低消費電力モード

低消費電力モード

移行要因

WAIT命令

低消費電力モード

解除

IRQ端子
“H”

“L”

IRQ
割り込み要求

低消費電力モード

解除要因

 

図 5.4 IRQ による低消費電力モードへの移行と解除タイミング 

 

 

5.1.5 RTC による低消費電力モードへの移行と解除 
RTC を低消費電力モードへの移行および解除要因として選択した場合、2 秒周期の RTC.PRD 割り込み要

求の発生により低消費電力モードへの移行および解除を行います。 

低消費電力モードへの移行要因発生待ち中に発生する RTC.PRD 割り込み要求は低消費電力モードへの移
行要因となり、低消費電力モード中に発生する RTC.PRD 割り込み要求は低消費電力モードの解除要因とな
ります。 

図 5.5 に RTC による低消費電力モードへの移行と解除タイミングを示します。 

RTC.PRD
割り込み要求

低消費電力モード
移行要因発生待ち

リセット

初期設定

低消費電力モード

低消費電力モード
移行要因

RTC.PRD
割り込みの

IRフラグ

“1”

“0”

RTC.PRD
割り込み要求

低消費電力モード
解除要因

2秒2秒

RTC
カウントスタート

低消費電力モード
解除

WAIT命令

 

図 5.5 RTC による低消費電力モードへの移行と解除タイミング 
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5.2 ファイル構成 
表 5.1 にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイル

は除きます。 

 
表 5.1 サンプルコードで使用するファイル 

ファイル名 概要 備考 
main.c メイン処理  
r_init_stop_module.c リセット後に動作している周辺機能の停止  
r_init_stop_module.h r_init_stop_module.c のヘッダファイル  
r_init_non_existent_port.c 存在しないポートの初期設定  
r_init_non_existent_port.h r_init_non_existent_port.c のヘッダファイル  
r_init_clock.c クロック初期設定  
r_init_clock.h r_init_clock.c のヘッダファイル サブクロックの設定パター

ン D を選択。 
 
 

5.3 オプション設定メモリ 
表 5.2 にサンプルコードで使用するオプション設定メモリの状態を示します。必要に応じて、お客様のシ

ステムに最適な値を設定してください。 

 
表 5.2 サンプルコードで使用するオプション設定メモリ 

シンボル アドレス 設定値 内容 
OFS0 FFFF FF8Fh～FFFF FF8Ch FFFF FFFFh リセット後、IWDT は停止 

リセット後、WDT は停止 
OFS1 FFFF FF8Bh～FFFF FF88h FFFF FFFFh リセット後、電圧監視 0 リセット無効 

リセット後、HOCO 発振が無効 
MDES FFFF FF83h～FFFF FF80h FFFF FFFFh リトルエンディアン 
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5.4 定数一覧 
表 5.3 にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 
表 5.3 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
L_IRQ 0 低消費電力モードへの移行および解除要因: IRQ 
L_RTC 1 低消費電力モードへの移行および解除要因: RTC 
L_SOURCE L_IRQ 低消費電力モードへの移行および解除要因選択: IRQ 
L_SLEEP 0 低消費電力モード: スリープモード 
L_SOFT_STANDBY 1 低消費電力モード: ソフトウェアスタンバイモード 
L_DEEP_STANDBY 2 低消費電力モード: ディープソフトウェアスタンバイモード 
L_MODE L_SLEEP 低消費電力モード選択: スリープモード 
L_LP_DISABLE 0 低消費電力モード移行要因: なし 
L_LP_ENABLE 1 低消費電力モード移行要因: あり 
 
 

5.5 変数一覧 
表 5.4 に static 型変数を示します。 

 
表 5.4 static 型変数 

型 変数名 内容 使用関数 
static uint8_t initial_end 初期設定終了フラグ 

 0: 初期設定中 
 1: 初期設定終了 

sleep_mode 
software_standby_mode 
deep_standby_mode 
Excep_ICU_IRQ9 
Excep_RTC_PRD 

static uint8_t enable_low_power 低消費電力モード移行要因フラグ 
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5.6 関数一覧 
表 5.5 にサンプルコードで使用する関数を示します。 

 
表 5.5 サンプルコードで使用する関数 

関数名 概要 
main メイン処理 
port_init ポート初期設定 
R_INIT_StopModule リセット後に動作している周辺機能の停止 
R_INIT_NonExistentPort 存在しないポートの初期設定 
R_INIT_Clock クロック初期設定 
CGC_oscillation_main メインクロックの発振設定 
CGC_oscillation_PLL PLL クロックの発振設定 
peripheral_init 周辺機能初期設定 
sleep_mode スリープモード移行 
software_standby_mode ソフトウェアスタンバイモード移行 
deep_standby_mode ディープソフトウェアスタンバイモード移行 
irq_init IRQ 初期設定 
rtc_init RTC 初期設定 
Excep_ICU_IRQ9 IRQ9 割り込み処理 
Excep_RTC_PRD RTC.PRD 割り込み処理 
 
 

5.7 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 

main 
概 要 メイン処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void main(void) 
説 明 初期設定後、低消費電力モードへ移行します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

port_init 
概 要 ポート初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void port_init(void) 
説 明 ポートの初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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R_INIT_StopModule 

概 要 リセット後に動作している周辺機能の停止 
ヘッダ r_init_stop_module.h 
宣 言 void R_INIT_StopModule(void) 
説 明 モジュールストップ状態へ遷移する設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、モジュールストップ状態への遷移は行っていません。 

本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63N グループ、RX631 グループ 初
期設定例 Rev.1.10」を参照してください。 

 
 

R_INIT_NonExistentPort 
概 要 存在しないポートの初期設定 
ヘッダ r_init_non_existent_port.h 
宣 言 void R_INIT_NonExistentPort(void) 
説 明 100 ピン未満の製品に対して、存在しないポートの端子に対応するポート方向レジス

タの初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、176 ピン版(PIN_SIZE=176)に設定しています。 

本関数をコールした後に、存在しないポートを含む PDR、PODR レジスタへバイト

単位で書き込む場合、存在しないポートの方向制御ビットには“1”、ポート出力デー

タ格納ビットには“0”を設定してください。 
本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63N グループ、RX631 グループ 初
期設定例 Rev.1.10」を参照してください。 

 
 

R_INIT_Clock 
概 要 クロック初期設定 
ヘッダ r_init_clock.h 
宣 言 void R_INIT_Clock(void) 
説 明 クロックの初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、システムクロックに PLL を使用し、RTC 動作用にサブクロッ

クの発振をおこないます。 
本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63N グループ、RX631 グループ 初
期設定例 Rev.1.10」を参照してください。なお、サブクロックの設定はパターン D
を使用しています。 
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CGC_oscillation_main 

概 要 メインクロックの発振設定 
ヘッダ r_init_clock.h 
宣 言 void CGC_oscillation_main(void) 
説 明 MOSCWTCR レジスタを設定してから、メインクロックを発振します。その後、ソ

フトウェアによるメインクロックの発振安定待機時間待ちを行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63N グループ、RX631 グループ 初

期設定例 Rev.1.10」を参照してください。 
 
 
CGC_oscillation_PLL 

概 要 PLL の発振設定 
ヘッダ r_init_clock.h 
宣 言 void CGC_oscillation_PLL(void) 
説 明 PLL 入力分周比および周波数逓倍率の設定、および PLLWTCR を設定してから、PLL

クロックを発振します。その後、ソフトウェアによる PLL の発振安定時間待ちを行

います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63N グループ、RX631 グループ 初

期設定例 Rev.1.10」を参照してください。 
 
 
peripheral_init 

概 要 周辺機能初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void peripheral_init(void) 
説 明 使用する周辺機能の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 

R01AN1920JJ0100  Rev.1.00  Page 15 of 29 
2014.04.01  



RX63N グループ、RX631 グループ 消費電力低減機能を使用した各低消費電力モードへの移行例 

 

sleep_mode 
概 要 スリープモード移行 
ヘッダ なし 
宣 言 void sleep_mode(void) 
説 明 スリープモードへ移行する設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
software_standby_mode 

概 要 ソフトウェアスタンバイモード移行 
ヘッダ なし 
宣 言 void software_standby_mode(void) 
説 明 ソフトウェアスタンバイモードへ移行する設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

deep_standby_mode 
概 要 ディープソフトウェアスタンバイモード移行 
ヘッダ なし 
宣 言 void deep_standby_mode(void) 
説 明 ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行する設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

irq_init 
概 要 IRQ 初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void irq_init(void) 
説 明 IRQ の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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rtc_init 

概 要 RTC 初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void rtc_init(void) 
説 明 RTC の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

Excep_ICU_IRQ9 
概 要 IRQ9 割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 static void Excep_ICU_IRQ1(void) 
説 明 IRQ9 割り込み処理を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

Excep_RTC_PRD 
概 要 RTC.PRD 割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 static void Excep_RTC_PRD(void) 
説 明 RTC.PRD 割り込み処理を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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5.8 フローチャート 
5.8.1 メイン処理 
図 5.6 にメイン処理のフローチャートを示します。 

main

周辺機能初期設定
peripheral_init()

マスカブル割り込み許可

マスカブル割り込み禁止

ポート初期設定
port_init()

クロック初期設定
R_INIT_Clock()

存在しないポートの

初期設定
R_INIT_NonExistentPort()

リセット後に動作している

周辺機能の停止
R_INIT_StopModule()

Iフラグ ← 0

Iフラグ ← 1

L_MODE = L_SLEEP (低消費電力モードにスリープモード)を選択した場合

スリープモード移行
sleep_mode()

L_MODE = L_SOFT_STANDBY (ソフトウェアスタンバイモード)を選択した場合

L_MODE = L_DEEP_STANDBY (ディープソフトウェアスタンバイモード)を選択した場合

ソフトウェア

スタンバイモード移行
software_standby_mode()

ディープソフトウェア

スタンバイモード移行
deep_standby_mode()

 

図 5.6 メイン処理 
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5.8.2 ポート初期設定 
図 5.7 にポート初期設定のフローチャートを示します。 

port_init

return

LED消灯設定 PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット ← 1 :LED0: High
　B5ビット ← 1 :LED1: High
PORT1.PODRレジスタ
　B0ビット ← 1 :LED2: High
PORT0.PDRレジスタ
　B3ビット ← 1 :LED0: 出力
　B5ビット ← 1 :LED1: 出力
PORT1.PDRレジスタ
　B0ビット ← 1 :LED2: 出力

 

図 5.7 ポート初期設定  

 

 

5.8.3 周辺機能初期設定 
図 5.8 に周辺機能初期設定のフローチャートを示します。 

peripheral_init

return

L_SOURCE = L_IRQ (低消費電力モードへの移行および解除要因にIRQ)を選択した場合

IRQ初期設定
irq_init()

L_SOURCE = L_RTC (低消費電力モードへの移行および解除要因にRTC)を選択した場合

RTC初期設定
rtc_init()

 

図 5.8 周辺機能初期設定 
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5.8.4 スリープモード移行 
図 5.9～図 5.10 にスリープモード移行のフローチャートを示します。 

sleep_mode

マスカブル割り込み禁止(注1) Iフラグ ← 0

LED0点灯
PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット ← 0 :LED0: Low

初期設定終了フラグをセット initial_end ← 1

スリープモード移行要因

発生待ち

プロテクト解除

MSTPCRAレジスタ

　ACSEビット ← 0 :全モジュールクロックストップモード禁止

SBYCRレジスタ

　SSBYビット ← 0 :WAIT命令実行後、スリープモードに移行

WAIT命令実行後の移行先を設定

スリープモード解除時

クロックソース切り替え設定

RSTCKCRレジスタ

　RSTCKENビット ← 0 :スリープモード解除時クロックソース切り替え無効

プロテクト設定

LED0消灯、LED1点灯(注4) PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット ← 1 :LED0: High
　B5ビット ← 0 :LED1: Low

WAIT命令実行(注1、注6) スリープモードへ移行

PRCRレジスタ ← A500h
　PRC0ビット = 0 :クロック発生回路関連レジスタへの書き込み禁止

　PRC1ビット = 0 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み禁止

PRCRレジスタ ← A503h
　PRC0ビット = 1 :クロック発生回路関連レジスタへの書き込み許可

　PRC1ビット = 1 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み許可

PCLKB、PCLKA、BCLK、
ICLK、FCLKに分周なしを設定

(注2)

SCKCRレジスタ ← 00C0 0011h
PCKB[3:0]ビット = 0000b :周辺モジュールクロックB(PCLKB) 1分周

PCKA[3:0]ビット = 0000b :周辺モジュールクロックA(PCLKA) 1分周

BCK[3:0]ビット = 0000b :外部バスクロック(BCLK)  1分周
PSTOP0ビット = 1 :SDCLK端子出力停止(Highレベル固定)
PSTOP1ビット = 1 :BCLK端子出力停止(Highレベル固定)
ICK[3:0]ビット = 0000b :システムクロック(ICLK) 1分周
FCK[3:0]ビット = 0000b :FlashIFクロック(FCLK) 1分周

動作電力制御モードを変更(注3) OPCCRレジスタ ← 0x06
OPCM[2:0]ビット = 110b :動作電力制御モード選択:低速動作モード1

A

注4. WAIT命令実行前に書き込んだレジスタを読み出し、書き込んだ値が読めることを確認してください。

(注5)

注5. クロックソースをLOCOに切り替えるため、周辺クロックの周波数が変わります。

注1. スリープモード移行要因の発生を確認してから、マスカブル割り込みを禁止するまでの間に復帰要求が発生した場

合、WAIT命令を実行しません。

注6. “マスカブル割り込み禁止”以降に復帰要求が来た場合、WAIT命令を実行してもスリープモードへ移行しません。

注2. 書き込んだレジスタを読み出し、書き込んだ値が読めることを確認してください。

クロックソースを変更(注2) SCKCR3レジスタ
CKSELビット ← 0 :クロックソース選択:LOCO

PLLとメインクロックを停止

(注2)
PLLCR2レジスタ

PLLENビット ← 1 :PLL停止
MOSCCRレジスタ

MOSTPビット ← 1 :メインクロック発振器停止

注3. OPCCRレジスタのOPCMTSFビットを読み出し、遷移完了状態であることを確認してください。

 

図 5.9 スリープモード移行(1/2) 
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return

PORT0.PODRレジスタ

　B5ビット ← 1 :LED1: High
PORT1.PODRレジスタ

　B0ビット ← 0 :LED2: Low

A

クロックソースを切り替え(注2) SCKCR3レジスタ

CKSELビット ← 100b :クロックソース選択:PLL

内部クロックの分周比を設定

(注2)
SCKCRレジスタ ← 21C2 1211h

PCKB[3:0]ビット = 0010b :周辺モジュールクロックB(PCLKB) 4分周

PCKA[3:0]ビット = 0001b :周辺モジュールクロックA(PCLKA) 2分周

BCK[3:0]ビット = 0010b :外部バスクロック(BCLK)4分周
PSTOP0ビット = 1 :SDCLK端子出力停止(Highレベル固定)
PSTOP1ビット = 1 :BCLK端子出力停止(Highレベル固定)
ICK[3:0]ビット = 0001b :システムクロック(ICLK)  2分周
FCK[3:0]ビット = 0010b :FlashIFクロック(FCLK)4分周

LED1消灯、LED2点灯

注2. 書き込んだレジスタを読み出し、書き込んだ値が読めることを確認してください。

プロテクト解除

プロテクト設定 PRCRレジスタ ← A500h
　PRC1ビット = 0 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み禁止

PRCRレジスタ ← A503h
　PRC0ビット = 1 :クロック発生回路関連レジスタへの書き込み許可

　PRC1ビット = 1 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み許可

動作電力制御モードを変更(注1) OPCCRレジスタ ← 0x00
OPCM[2:0]ビット = 000b :動作電力制御モード選択:高速動作モード

注1. OPCCRレジスタのOPCMTSFビットを読み出し、遷移完了状態であることを確認してください。

メインクロックの発振設定
CGC_oscillation_main()

PLLの発振設定
CGC_oscillation_PLL()

 

図 5.10 スリープモード移行(2/2) 
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5.8.5 ソフトウェアスタンバイモード移行 
図 5.11 にソフトウェアスタンバイモード移行のフローチャートを示します。 

software_standby_mode

return

マスカブル割り込み禁止(注1) Iフラグ ← 0

LED0点灯
PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット ← 0 :LED0: Low

初期設定終了フラグをセット initial_end ← 1

ソフトウェアスタンバイモード
移行要因発生待ち

プロテクト解除

WAIT命令実行後の移行先を設定 SBYCRレジスタ

　SSBYビット ← 1
DPSBYCRレジスタ

　DPSBYビット ← 0 :WAIT命令実行後、ソフトウェアスタンバイモードに移行

発振停止検出機能を無効に設定
OSTDCRレジスタ

　OSTDEビット ← 0 :発振停止検出機能は無効

プロテクト設定

LED0消灯、LED1点灯(注2) PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット ← 1 :LED0: High
　B5ビット ← 0 :LED1: Low

WAIT命令実行(注1、注3) ソフトウェアスタンバイモードへ移行

注1.　ソフトウェアスタンバイモード移行要因の発生を確認してから、マスカブル割り込みを禁止するまでの間に復帰要

求が発生した場合、WAIT命令を実行しません。

注2. WAIT命令実行前に書き込んだレジスタを読み出し、書き込んだ値が読めることを確認してください。

注3.　“マスカブル割り込み禁止”以降に復帰要求が来た場合、WAIT命令を実行してもソフトウェアスタンバイモードへ

移行しません。

LED1消灯、LED2点灯 PORT0.PODRレジスタ

　B5ビット ← 1 :LED1: High
PORT1.PODRレジスタ

　B0ビット ← 0 :LED2: Low

PRCRレジスタ ← A500h
　PRC0ビット = 0 :クロック発生回路関連レジスタへの書き込み禁止

　PRC1ビット = 0 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み禁止

PRCRレジスタ ← A503h
　PRC0ビット = 1 :クロック発生回路関連レジスタへの書き込み許可

　PRC1ビット = 1 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み許可

DMASTレジスタ
　DMSTビット ← 0 :DMAC起動を禁止
DTCSTレジスタ
　DTCSTビット ← 0 :DTCモジュール停止

DMAC/DTCを禁止

 

図 5.11 ソフトウェアスタンバイモード移行 
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5.8.6 ディープソフトウェアスタンバイモード移行 
図 5.12～図 5.14 にディープソフトウェアスタンバイモード移行のフローチャートを示します。 

deep_standby_mode

LED0点灯
PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット ← 0 :LED0: Low

初期設定終了フラグをセット initial_end ← 1

ディープソフトウェアスタンバイ
モード移行要因発生待ち

プロテクト解除

WAIT命令実行後の移行先を設定 SBYCRレジスタ

　SSBYビット ← 1
DPSBYCRレジスタ

　DPSBYビット ← 1 :WAIT命令実行後、

ディープソフトウェアスタンバイモードに移行

発振停止検出機能を無効に設定
OSTDCRレジスタ

　OSTDEビット ← 0 :発振停止検出機能は無効

LED0消灯、LED1点灯 PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット ← 1 :LED0: High
　B5ビット ← 0 :LED1: Low

PRCRレジスタ ← A503h
　PRC0ビット = 1 :クロック発生回路関連レジスタへの書き込み許可

　PRC1ビット = 1 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み許可

DMASTレジスタ
　DMSTビット ← 0 :DMAC起動を禁止
DTCSTレジスタ
　DTCSTビット ← 0 :DTCモジュール停止

DMAC/DTCを禁止

ディープソフトウェア

スタンバイモード解除 ?
Yes

No

SBYCRレジスタ

　OPEビット ← 1 :ディープソフトウェアスタンバイモード時、

アドレスバス、バス制御信号は出力状態を保持

DPSBYCRレジスタ

　IOKEEPビット ← 1 :ディープソフトウェアスタンバイモード解除後も

I/Oポートの状態を保持する。その後IOKEEPビット

への“0”を書くとI/Oポートの保持を解除

ディープソフトウェアスタンバイ

モード時および
解除後の端子状態の設定

B

A

RSTSR0レジスタの読み出し

　DPSRSTFフラグ :0: 割り込みによるディープソフトウェアスタンバイ

モード解除要求の発生なし

1: 割り込みによるディープソフトウェアスタンバイ

モード解除要求の発生あり

 

図 5.12 ディープソフトウェアスタンバイモード移行(1/3) 
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プロテクト設定(注2)

WAIT命令実行(注3) ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行

注1. DPSIFR0レジスタ、DPSIFR1レジスタ、DPSIFR2レジスタ、DPSIFR3レジスタを読んだ後“0”を書いてください。

注2. WAIT命令実行前に書き込んだレジスタを読み出し、書き込んだ値が読めることを確認してください。

注3.　ディープソフトウェアスタンバイには、ソフトウェアスタンバイを経由して移行します。WAIT命令を実行する際、ソ
フトウェアスタンバイの解除要求が発生していた場合は、ディープソフトウェアスタンバイへ移行せず、後続の命令

を実行します。このとき、ディープソフトウェアスタンバイリセットは発生しません。

PRCRレジスタ ← A500h
　PRC0ビット = 0 :クロック発生回路関連レジスタへの書き込み禁止

　PRC1ビット = 0 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み禁止

L_SOURCE = L_IRQ (低消費電力モードへの移行および解除要因にIRQ)を選択した場合

L_SOURCE = L_RTC (低消費電力モードへの移行および解除要因にRTC)を選択した場合

A

解除要求の設定 DPSIEGR0レジスタ ← 00h :初期化

DPSIEGR1レジスタ ← 00h
　DIRQ9EGビット = 0 :IRQ9-DS端子の立ち下がりエッジで解除要求を発生

DPSIEGR2レジスタ ← 00h :初期化

DPSIEGR3レジスタ ← 00h :初期化

解除要求を許可 DPSIER0レジスタ ← 00h :初期化

DPSIER1レジスタ ← 02h
　DIRQ9Eビット = 1 :IRQ9-DS端子による解除を許可

DPSIER2レジスタ ← 00h :初期化

DPSIER3レジスタ ← 00h :初期化

解除要求の設定
DPSIEGR0レジスタ ← 00h :初期化

DPSIEGR1レジスタ ← 00h :初期化

DPSIEGR2レジスタ ← 00h :初期化

DPSIEGR3レジスタ ← 00h :初期化

解除要求を許可 DPSIER0レジスタ ← 00h :初期化

DPSIER1レジスタ ← 00h :初期化

DPSIER2レジスタ ← 04h
　DRTCIIEビット = 1 :RTC周期割り込み信号による解除を許可

DPSIER3レジスタ ← 00h :初期化

PCLKBの6サイクル以上待つ

解除要求をクリア(注1)

DPSIER0レジスタを読むことでPCLKBの6サイクル以上を確保する

DPSIFR0レジスタ ← 00h
DPSIFR1レジスタ ← 00h
DPSIFR2レジスタ ← 00h
DPSIFR3レジスタ ← 00h

IRQ9割り込み要求を禁止 IER09レジスタ

IEN1ビット ← 0 :IRQ9割り込み要求を禁止

 

図 5.13 ディープソフトウェアスタンバイモード移行(2/3) 
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return

解除要求に応じた処理(注1)

注1. サンプルコードでは、解除要求に応じた処理は行っていません。必要に応じてプログラムを追加してください。

PRCRレジスタ ← A500h
　PRC1ビット = 0 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み禁止

B

解除要求の確認(注1) DPSIFR0レジスタの読み出し

DPSIFR1レジスタの読み出し

DPSIFR2レジスタの読み出し

DPSIFR3レジスタの読み出し

LED0とLED1消灯、LED2点灯 PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット ← 1 :LED0: High
　B5ビット ← 1 :LED1: High
PORT1.PODRレジスタ

　B0ビット ← 0 :LED2: Low

プロテクト解除
PRCRレジスタ ← A502h
　PRC1ビット = 1 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込み許可

I/Oポートの保持を解除
DPSBYCRレジスタ

　IOKEEPビット ← 0

プロテクト設定

 

図 5.14 ディープソフトウェアスタンバイモード移行(3/3) 
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5.8.7 IRQ 初期設定 
図 5.15 に IRQ 初期設定のフローチャートを示します。 

irq_init

return

IRQ9検出設定
IRQCR9レジスタ

IRQMD[1:0]ビット ← 01b : 立ち下がりエッジ

IRQ9割り込み要求クリア
IR073レジスタ

IRフラグ ← 0 : IRQ9割り込み要求なし

IRQ9割り込み要求を禁止
IER09レジスタ

IEN1ビット ← 0 : IRQ9割り込み要求を禁止

PFSWEビットへの書き込みを許可
PWPRレジスタ

B0WIビット ← 0

PWPRレジスタ
PFSWEビット ← 1

端子機能を選択
P41PFSレジスタ

ISELビット ← 1 : P41: IRQ9入力端子として使用する

PWPRレジスタ
B0WIビット ← 1

PWPRレジスタ
PFSWEビット ← 0

PFSレジスタへの書き込みを許可

PFSWEビットへの書き込みを禁止

PFSレジスタへの書き込みを禁止

IRQ9割り込み要求を許可
IER09レジスタ

IEN1ビット ← 1 : IRQ9割り込み要求を許可

IRQ9割り込み優先レベルを設定
IPR073レジスタ

IPR[3:0]ビット ← 15 : IRQ9割り込み優先レベル15

IRQ9デジタルフィルタを無効
IRQFLTE1レジスタ

FLTEN9ビット ← 0

 

図 5.15 IRQ 初期設定 
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5.8.8 RTC 初期設定 
図 5.16 に RTC 初期設定のフローチャートを示します。 

rtc_init

カウンタおよびプリスケーラ

を停止(注1)

2014年1月1日(水) 00時00分00秒
を設定

カウンタおよびプリスケーラを

動作(注1)
RCR2レジスタ
　STARTビット ← 1

return

割り込み要求の許可(注1) RCR1レジスタ ← F4h
　PIEビット = 1 :周期割り込み要求を許可する
　PES[3:0]ビット = 1111b :周期割り込み発生の周期を2秒ごとにする

注1. RCR1レジスタ、RCR2.STARTビットに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。

注2. RCR2.HR24ビットに値を書き込んだ後、空読み出しを3回行ってください。

時間モードを設定(注2) RCR2レジスタ
　HR24ビット ← 1 :RTCは24時間モードで動作

RCR2レジスタ ← RCR2レジスタ & 7Eh
　STARTビット = 0 :カウンタおよびプリスケーラは停止

IR062レジスタ
　IRフラグ ← 0 :桁上げ割り込み要求なし
IR092レジスタ
　IRフラグ ← 0 :アラーム割り込み要求なし
IR093レジスタ
　IRフラグ ← 0 :周期割り込み要求なし

割り込み要求のクリア

割り込み要求の禁止(注1) RCR1レジスタ ← 00h
　AIEビット = 0 :アラーム割り込み要求を許可しない
　CIEビット = 0 :桁上げ割り込み要求を許可しない
　PIEビット = 0 :周期割り込み要求を許可しない

RSECCNTレジスタ ← 00h
　SEC1[3:0]ビット = 0000b :秒一位: 0
　SEC10[2:0]ビット = 000b :秒十位: 0
RMINCNTレジスタ ← 00h
　MIN1[3:0]ビット = 0000b :分一位: 0
　MIN10[2:0]ビット = 000b :分十位: 0
RHRCNTレジスタ ← 00h
　HR1[3:0]ビット = 0000b :時一位: 0
　HR10[1:0]ビット = 00b :時十位: 0
RWKCNTレジスタ ← 03h
　DAYW[2:0]ビット = 011b :曜日: 水
RDAYCNTレジスタ ← 01h
　DATE1[3:0]ビット = 0001b :日一位: 1
　DATE10[1:0]ビット = 00b :日十位: 0
RMONCNTレジスタ ← 01h
　MON1[3:0]ビット = 0001b :月一位: 1
　MON10ビット = 0 :月十位: 0
RYRCNTレジスタ ← 0014h
　YR1[3:0]ビット = 0100b :年一位: 4
　YR10[3:0]ビット = 0001b :年十位: 1

RTC割り込み要求を禁止 IER07レジスタ
　IEN7ビット ← 0 :桁上げ割り込み要求を禁止
IER0Bレジスタ
　IEN4ビット ← 0 :アラーム割り込み要求を禁止
　IEN5ビット ← 0 :周期割り込み要求を禁止

IPR093レジスタ
　IPR[3:0]ビット ← 15 :周期割り込み優先レベル15

割り込み優先レベルを設定

RTC.PRD割り込み要求を許可
IER0Bレジスタ
　IEN5ビット ← 1 :周期割り込み要求を許可

 

図 5.16 RTC 初期設定 
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5.8.9 IRQ9 割り込み処理 
図 5.17 に IRQ9 割り込み処理のフローチャートを示します。 

Excep_ICU_IRQ9

return

初期設定終了 ?

Yes

No

低消費電力モード移行許可フラグ

をトグル
低消費電力モード移行許可フラグ

をクリア

 

図 5.17 IRQ9 割り込み処理 

 

 

5.8.10 RTC.PRD 割り込み処理 
図 5.18 に RTC.PRD 割り込み処理のフローチャートを示します。 

Excep_RTC_PRD

return

初期設定終了 ?

Yes

No

低消費電力モード移行許可フラグ

をトグル
低消費電力モード移行許可フラグ

をクリア

 

図 5.18 RTC.PRD 割り込み処理 
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6. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 
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ユーザーズマニュアル：ハードウェア 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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